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様式第 3 号（第 8 条関係） 

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

教頭 １ 開会のことば 

   只今より、令和５年度第２回学校評議員会を開会いたします。 

また、開会に当たりまして、本会議は、加須市審議会等の会議の

公開及び会議録の公表に関する要綱に基づきまして、会議を公開す

ることとなっておりますこと、本日の会議の会議録につきまして、

後日、本校のホームページで公表させていただきますこと、あらか

じめご報告申し上げます。 

  

校長 ２ ２学期の教育活動について 

  ○２学期の体験活動・学校行事 

  全校･･･さつまいもほり、開校１５０周年記念大運動会 

  ３年･･･社会科見学 

  ４年･･･市内小中学校音楽会 

  ５年･･･社会科見学、稲刈り、縄ない体験 

  ６年･･･租税教室、陸上競技会、社会科見学 

  地区体育祭、敬老会にて鼓笛演奏 

 ○令和６年度の修学旅行・林間学校について 

  複数学年での実施予定 

  

中原教諭 ３ 全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査の結果に

ついて 

 〇全国学力・学習状況調査（６年）の結果について 

  国語・算数ともに国や県の平均正答率を大きく上回る 

  特に国語の「書くこと」の正答率が向上した 

 〇埼玉県学力・学習状況調査の結果（４～６年）について 

  ４年…国語で県平均・市平均を上回るが、算数は下回る 

  ５年…国語・算数ともに県平均・市平均を下回った 

  ６年…国語・算数ともに県平均・市平均を上回った 

  調査結果を分析し、学力向上に取り組む 

  

教頭 ４ 開校１５０周年記念事業について 

  〇記念式典について 

  来賓・内容等開催に向けて進めている 

 〇広報活動について 
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  記念品や記念行事を予定通り進めている 

 〇記念誌について 

  内容の確認を次回の会議に提出する予定 

小林委員 ５ 今後のＰＴＡ活動について 

 ○児童数減少に伴う活動内容の見直しについて 

  各部の活動内容の精選をしていく 

 ○行事開催時の地域との協力体制について 

  地域の役員さんと連携して活動を行っていく 
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６ 意見交換 

〇保護者の負担軽減のため、今後のＰＴＡ活動を見直し、地域と連

携して活動を行っていくことへの意見を聞きたい 

〇児童数の減少はいたしかたなく、共働き世帯も増加しているた

め、活動の見直しはやむを得ない 

〇地域の役員がこれまでＰＴＡ役員が担ってきた活動を併せて行

うことで、地域にとっても活動が分かりやすくなる側面がある 

□ＰＴＡ会長を中心に、各区長と連絡・調整の上、ＰＴＡと地域、

学校が子供たちのために取り組みやすい形をつくることが大切

だと思います。 

〇令和６年度の修学旅行については、５・６年合同で行う予定だが、

子供たちとっては、活動の削減がないこの形が良いと思う 

〇子供たちにとって充実した活動が行える形を模索しており、良い

と思う 

□保護者の負担軽減もあるが、やはり子供たちが充実した活動を行

えることが最優先だと考えます。近隣の小学校との合同での開催

も考えましたが、スケジュール等の関係で難しいところがありま

す。今後は、社会科見学等の校外行事についても実施方法を考え

ていきます。 

  

 ７ 校内視察 

  

教頭 ８ 閉会のことば 

 会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。 

令和 ５年 １１月 １５日 

          署名   教頭  廣田 秀樹   

（注）特に署名を要しない審議会等については、事務局名を記入してください。 


